
詳細分析 比率

＜分析＞
・ミーティングプレイやサードプレイスにあたる場所は目的がはっきりしているため、管理者側の意図と使用者側の
意図が相互に理解されやすいことがわかる。つまり、設置すべき設備や家具等の選定がうまくいっているといえる。

・人文社会科学棟エントランスのように利用頻度が低い場所には、音・明かり・寒暖差等の環境性能に関わる問題を
解決しないまま、家具を新たなに設置されている。環境面や建築側の特性を読み取りながら、新たなタッチダウン
スペースの計画が必要といえる。

・総合教育棟エントランスは狭い中で見通すことができないホワイトボードパーティションで仕切られているため、
滞留を促しているように見受けられる。

・自然研究棟のプロムナードは廊下とのパーティションを部分的に設置することと、家具配置の密度や動線との距離
をとることで、滞留を促していると考える。
＜提言＞
・現状の場所や使用者の特性をふまえながら、環境面にも配慮したタッチダウンスペースの計画が必要である。
・プロット分析により導かれた小さなタッチダウンスペースの計画は、本分析においても親和性は高く、環境面に配
慮した改善案も可能。

●目的地となっているミーティングプレイス・サードプレイス ●環境面に配慮せず設置されたタッチダウンスペース

●適した視線や距離を確保することで滞留を促す




